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  「“多雪・寒冷地域”の森林・林業」が，これまで
の東北⽀所の研究推進の基本となるキーワードでし
た。冬季の東北の⼭地は，積雪量が著しく多い⽇本海
側の地域と，乾いた寒⾵が厳しく雪が少ない太平洋側
の地域とで，際だって対⽴的な気候環境となります。
脊梁の奥⽻⼭地の東斜⾯を境に，その⻄・東で森林植
⽣が多雪型と⼩雪型とに分かれた特徴的⽣態系があ
り，スギ植林もその環境の違いにあわせてウラ型・オ
モテ型の系統に分けて造林してきました。東北地⽅
は，最近⼈気が⾼いブナ等の冷温帯広葉樹林が広く残
る⾃然林の多い地域と思われがちですが，東北６県総
森林⾯積４４８万haのうち天然林は５７％・⼈⼯林は
４３％で，ほぼ全国平均なみの状況です。スギ⼈⼯林
⾯積の割合では全国平均４４％を⼤きく上回る６５％
の⽔準となっていて，特に⽇本海型気候⽀配地域では
抜群に雪に強い造林樹種としてスギがたくさん植えら
れました（県別スギ⼈⼯林⾯積では秋⽥県が全国１位
などベスト５に４県も⼊る）。新たな中期計画では，
これまで担当した前記基本キーワードを冠した“研究
問題Ⅹ”が消え，⽀所組織単独で対外的に明⽰できる
担当研究分野が⾒えなくなりました。しかしながら
我々の研究対象とする森林（特に中齢期となった前述
の全国有数のスギ⼈⼯林）は，ずうっと多雪・寒冷の
環境で⽣育し続けており，この基本キーワードは今後
とも東北⽀所での研究を特徴づける重要な背景となっ
ているのです。
  今年度からの新体制では，これまでの専⾨分野別
の３研究部１０研究室から変わって，
○四つの研究チーム⻑
  ・針葉樹病害研究担当
  ・森林修復研究担当
  ・温暖化影響研究担当
  ・環境教育機能評価研究担当
○六つの研究グループ
  ・森林⽣態研究
  ・育林技術研究
  ・森林環境研究
  ・⽣物多様性研究
  ・⽣物被害研究
  ・森林資源管理研究
の編成となりました。

  １２⽉現在の研究実施勢⼒３３名が担当する研究
課題は，
○⼆つの研究項⽬を責任担当
  ・緑の回廊等森林の適正配置⼿法の開発（研究分
野ア 「森林における⽣物多様性の保全に関する研
究」）
  ・多雪地域森林の機能を持続的に発揮させる管理
⼿法の開発（研究分野エ 「多様な公益的機能の総合
発揮に関する研究」）
 
○１０の実⾏課題を責任担当
  ・森林分断化が⽣態と多様性に与える影響
  ・積雪地域森林流域の環境保全機能の評価
  ・スギ・ヒノキ等病害病原体と被害発⽣機構
  ・⽩神⼭地等森林⽣態系保全地域とその周辺の動
態予測
  ・調和的利⽤を⽬指した森林情報システム開発
  ・炭素収⽀の広域マッピング⼿法
  ・温暖化が積雪地域森林環境に与える影響評価
  ・天然更新過程を利⽤した森林修復過程解明と動
態予測
  ・東北地域の⼤径材⽣産のための持続的管理技術
の⾼度化
  ・森林性⿃類の地域群集モニタリング
 
  さらにこれに加えて，中期計画全体の研究課題の
中で３０の実⾏課題を研究分担しています。また，参
画しているプロジェクト研究は，現在１８課題となっ
ています。
  研究⽀援態勢は連絡調整室及び庶務課，研究管理
運営体制は⽀所⻑・研究調整官・地域研究官です。今
後は，東北６県，東北森林管理局の秋⽥本局・⻘森分
局，地域の⼤学等との連携をよりいっそう強めつつ，
東北地⽅の森林・林業が直⾯する課題に取り組んで研
究成果をあげ，地域で頼りがいある存在として機能し
ていくように努⼒して参ります
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